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久留米市教育委員会

去る４月１７日（火）に、市内全小学校６年生を対象に実施しました、全国学力・学習状況調
査（国語、算数、理科）の結果についてお知らせいたします。今回の「教科に関する調査」の結

果と課題は下に示すようになっています。これらは、今回の調査により測定
できた学力の一面ですが、市教育委員会としては、この結果は、確かな学力
を育む上で、大変重要なものであると考えております。
なお、お子様一人ひとりの結果については、各学校から個人票が渡されま

すので、お子様のできたところ、できなかったところを確かめられ、今後の
家庭学習にお役立てください。学校でも下記に示す取組を行っていきます。

【結果の見方】
Ａは主に知識に関する問題、Ｂは主に活用に関する問題です。正答率とは、全問題数に対し

て、正答問題数の割合をパーセントで示したものです。例えば、全問題数２０問で、正答数が
１２問の場合、１２÷２０ ×１００＝６0となり、６０％が正答率となります。
【結果の概略】
小学校の全ての教科区分で、久留米市

の平均正答率は、国・県の平均正答率を
下回っています。
昨年度と比較すると、国語Ａ、算数Ａ

・Ｂは国の平均正答率との差が拡大しま
した。理科は前回（Ｈ27）より、国の
平均正答率との差が縮小しました。
【小学校の課題と取組】
国 語

○特に課題が見られた問題

問題 下線部と同じ漢字を使って書く文として、最も適切なものを選ぶ。
「調理場には、生地を織る機械など、せい造に必要な設備がある。」

1 せい限時間に気をつける。 ２ 新せい品の価格を調べる。 ３ 道具箱の中をせい理する。

正答：２（製造と新製品）
○今後の取組

漢字を日常生活の中で適切に使うことができるように、同じ音や同じ部分をもつ漢字との
違いや、文脈の中での使い分けに着目できるように学習に取り組むようにしていきます。
算 数

○特に課題が見られた問題
問題：正しい百分率の答えを、下の①から④までの中から１つ選んで、その番号を書く。
「集まった子どもたち200人のうち80人が小学生でした。小学生の人数は、集まっ
た子どもたちの人数の何％ですか。」
① 0.4% ② 2.5% ③ 40％ ④ 80％ 正答：③ ４０％

○今後の取組
百分率の意味を理解し確実に求めるには、問題場面から基準量と比較量を正しく捉え

ていくことが必要です。そこで、本設問であれば集まった人数と小学生の人数の関係を
図や数直線に表して、答えの見通しを持たせる学習活動に取り組むようにしていきます。
理 科

○特に課題が見られた問題
問題：「うでを曲げたりすることができる骨と骨のつなぎ目」のこと

を表す言葉を書く。
正答：関節

○今後の取組
科学的な言葉や意味を理解することができるように、子どもたちが学習で獲得した知

識を自然の事物・現象に適用して説明するような学習場面を意図的に設定していきます。

子どもたちに確かな学力を育むために
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学力調査と同時に実施した生活習慣や学習習慣に関するアンケート調査の
結果から、下に示すような項目がお子様の学力とも関係しているようです。
お子様に「確かな学力」を育むために、生活習慣や学習習慣について、ご

家庭でもぜひ話題にしてください。
【授業以外の１日の学習時間】 【自分にはよいところがある】

※平日に1時間以上学習している児童の割合は、全国より低いものの昨年よりは増えています。
また、「自分によいところがある」と肯定的に回答した児童は全国より低いものの昨年より増
えています。様々な機会を捉え、意識して子どものよさをほめていくことが大切です。

【将来の夢や目標がある】 【学校のきまりを守っている】

※「将来の夢や目標がある」と肯定的に回答した児童は、ほぼ全国と同じ割合です。一方、「学校
のきまりを守っている」と肯定的に回答した児童は、昨年より減っています。家庭においても、
約束やきまりを守るなど基本的な生活習慣を育むための声掛けを行っていくことが大切です。

※ご家庭でも今一度、生活や学習のきまりを見直したり、確認したりしましょう。
なお、各学校の課題と今後の取組については、学校からお知らせがあります。

１ 毎日、時間を決めて、宿題と予習・復習をさせましょう
２ 集中して学習に取り組むためのルールを決めましょう
（例：学習しながらテレビやスマートフォンを見ない）

３ テレビ等を消して、家庭で読書する時間を設けましょう
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